
例︓農業廃棄物であるイチゴのランナーから焙煎茶の創作と評価

例︓能登産海藻の特有成分の活⽤
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ブースNo

▶ 技術アピール・マッチングニーズ
当研究室では、天然に存在する素材に含まれている化合物のプロファイリングを行い、機能性
や体への影響を明らかにすることで、その有効活用法を検討しています。具体的に現在では
①能登の海藻の成分の特徴を明らかにすることで新たな活用法を探る
②未利用農廃棄物に着目し、含有成分解析から新たな商品化を目指す
③体内に取り込んだ成分の身体への影響を代謝の面から明らかにする
などの研究を実施しています。

▶ 研究内容の特徴
食品から植物・微生物・海藻まで、天然に含まれている成分（微量）の解析まで行い、有効活
用法を検討しています。
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